
日
本
に
お
け
る
　
「
道
」
　
の
受
容
と
展
開

－
「
芸
道
」
　
の
生
成
を
一
階
梯
と
し
て
－

始
　
め
　
に

「
道
」
は
「
道
は
一
を
生
じ
、
一
は
二
を
生
じ
、
二
は
三
を
生
じ
、
三
は
万

物
を
生
ず
る
」
、
「
形
而
下
な
る
も
の
、
こ
れ
を
器
と
い
い
、
形
而
上
な
る
も

の
、
こ
れ
を
道
と
い
う
」
　
（
老
子
r
道
徳
経
」
）
と
あ
る
が
如
く
、
宇
宙
の
万
物

の
根
源
で
あ
り
、
普
遍
的
な
法
則
で
あ
り
、
亦
、
抽
象
的
で
奥
深
い
概
念
で
も

あ
る
。
言
わ
ば
、
中
国
人
の
素
朴
な
宇
宙
観
、
世
界
観
と
も
言
え
よ
う
。
斯
様

な
「
道
」
は
日
本
に
お
い
て
如
何
に
し
て
受
容
さ
れ
、
展
開
さ
れ
て
き
た
の

か
、
そ
れ
に
つ
い
て
考
究
を
施
し
て
み
た
い
。
本
稿
で
は
そ
の
一
階
梯
と
し
て

「
芸
道
」
の
生
成
、
展
開
を
巡
っ
て
探
る
こ
と
と
す
る
。
「
芸
道
」
と
い
う
語

は
、
日
本
語
の
漢
語
と
し
て
「
技
芸
・
芸
能
の
道
」
　
の
意
で
現
代
語
で
は
使
用

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
字
音
よ
み
の
漢
語
で
は
あ
る
が
、
漢
語
の
源
と
な
る
中

国
語
に
は
出
典
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
な
く
、
所
謂
日
本
で
作
ら
れ
た
和
製
漢

①

語
の
一
つ
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
尚
、
「
芸
道
」
の
み
な
ら
ず
、
「
芸
道
」
と

竹
　
　
民

い
う
語
を
構
成
す
る
後
部
要
素
「
遺
」
と
の
結
合
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
、
中

国
語
に
は
見
え
な
い
他
の
技
芸
の
わ
ざ
に
関
す
る
和
製
漢
語
も
認
め
ら
れ
辱

例
え
ば
、
「
歌
道
、
弓
道
、
剣
道
、
横
道
、
茶
道
、
柔
道
、
武
士
道
、
入
木
造
、

③

書
道
」
等
の
日
本
の
伝
統
的
な
武
芸
、
芸
能
、
芸
術
の
世
界
を
表
す
用
語
が
挙

げ
ら
れ
る
。
斯
様
な
表
現
の
誕
生
は
ほ
か
で
も
な
く
、
中
国
の
伝
統
的
思
想

「
道
」
が
日
本
に
伝
来
し
て
、
そ
れ
を
受
容
し
っ
つ
、
日
本
的
な
新
し
い
意
味

用
法
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
に
因
る
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
和
歌
の
作
法
な
ど

を
表
す
「
和
歌
之
道
」
「
歌
之
遺
」
を
一
語
化
し
た
「
歌
道
」
は
早
く
も
平
安

時
代
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
入
木
三
分
」
か
ら
成
立
し
た
「
入
木
」
と
い
う

表
現
は
墨
蹟
ま
た
、
「
書
道
」
と
い
う
意
味
を
表
す
が
、
室
町
時
代
に
な
る
と

「
道
」
を
つ
け
て
「
入
木
道
」
と
い
う
語
が
作
り
出
さ
れ
、
書
道
と
い
う
限
定

的
な
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
に
入
れ
ば
、
武
芸
、
芸
能
を
表
す

言
葉
に
「
道
」
と
い
う
造
語
要
素
を
付
け
て
、
新
し
い
表
現
が
多
く
生
じ
る
よ

う
に
な
る
。
例
え
ば
、
本
来
の
「
茶
（
の
）
湯
」
を
「
茶
道
」
、
「
剣
術
」
を
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「
剣
道
」
、
「
射
芸
」
を
「
弓
道
」
と
言
う
。
ま
た
、
「
弓
馬
之
道
」
「
弓
箭
之
道
」

と
い
う
前
の
時
代
ま
で
慣
用
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
武
士
の
務
む
べ
き
道
を

「
武
士
道
」
と
言
い
換
え
る
。
「
道
」
の
付
加
に
よ
っ
て
精
神
性
、
思
想
性
、
道

徳
性
に
重
き
を
置
く
と
い
う
意
味
合
い
を
持
せ
て
格
調
の
高
い
も
の
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
江
戸
時
代
に
は
本
来
の
「
道
」
の
持
っ
て
い

る
思
想
性
、
道
徳
倫
理
性
と
相
反
す
る
「
道
楽
」
と
い
う
逆
説
的
な
表
現
も
産

出
し
た
。
こ
の
「
道
楽
」
は
日
本
語
的
な
造
語
法
に
基
づ
い
て
中
国
語
の
「
楽

道
」
を
反
転
さ
せ
て
出
来
た
和
製
漢
語
で
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
語
順
の
移
動

①

に
よ
っ
て
意
味
的
に
も
中
国
語
と
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。

本
研
究
は
日
本
で
生
ま
れ
た
こ
れ
ら
の
表
現
を
語
史
的
に
考
究
す
る
と
同
時

に
、
そ
の
成
立
背
景
を
も
合
せ
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
一
階
梯
と
し
て
「
芸

道
」
を
狙
上
に
載
せ
て
、
何
時
代
、
如
何
な
る
文
献
に
ど
の
よ
う
に
使
用
さ

れ
、
更
に
如
何
な
る
背
景
の
下
で
誕
生
し
た
の
か
、
な
ど
の
点
を
巡
っ
て
考
察

を
施
す
。

「
日
本
文
献
に
於
け
る
「
芸
道
」
の
意
味
用
法

今
回
、
管
見
し
た
日
本
で
編
纂
さ
れ
た
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
古

辞
書
類
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
に
も
「
芸
道
」
の
所
載
を
確
認
す
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
替
わ
り
に
、
以
下
の
よ
う
な
「
芸
道
」
と
類
義

的
な
表
現
が
見
え
た
。

ゲ
イ蛮

（
尊
経
閣
善
本
二
巻
本
色
菓
字
類
抄
巻
下
3
5
オ
⑨
）

蛮
　
ケ
イ
云
人
之
能
也
魚
祭
反
　
オ
ー
皮
－
雑
－
等
也

（
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
中
9
7
オ
③
）

伎
蛮
　
キ
ケ
イ
　
上
渠
綺
反
　
　
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
下
5
7
ウ
⑤
）

酎
縮
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
正
十
七
年
本
節
用
集
8
7
ウ
⑥
）

酎
鋸
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
本
本
節
用
集
6
4
ウ
②
）

タ

ウ

ダ

ウ

　

　

ケ

イ

ノ

常
道
　
諸
藍
之
達
也
　
　
　
　
　
（
増
補
下
学
集
1
3
8
⑦
）

ぎ
g
u
e
i
　
シ
ョ
ゲ
イ
（
諸
芸
）
　
M
O
r
O
m
O
r
O
n
O
g
u
e
i
（
諸
の
芸
）
す

べ
て
の
芸
能
や
技
能
　
（
邦
訳
日
葡
辞
書
7
9
1
）

H
乱
○
　
　
シ
ョ
ダ
ウ
（
諸
道
）
　
M
O
r
O
m
O
r
O
n
O
m
i
c
h
i
（
諸
の
道
）
す

べ

て

の

学

芸

　

（

同

右

7

9

0

）

　

　

　

　

　

　

　

一

G
u
e
i
n
①
　
ゲ
イ
ノ
ウ
（
芸
能
）
Y
O
q
i
軋
u
a
N
a
（
能
き
し
わ
ざ
）
日
本
や
　
1
4

シ
ナ
の
諸
学
芸
）
・
G
u
e
i
u
a
R
e
i
・
g
a
c
u
・
軋
g
u
i
O
・
勘
s
u
－

（
芸
は
礼
、
．
楽
，
射
，
御
．
書
，
数
）
す
な
わ
ち
、
礼
儀
，
音
楽
．

弓
射
，
乗
馬
．
書
道
，
算
術
．
N
か
C
a
Q
i
n
，
H
O
．
g
u
a
．
（
能
は

琴
．
模
，
書
，
画
）
楽
器
，
特
に
琴
）
　
の
弾
奏
法
，
碁
（
g
O
）
　
の

打
ち
方
，
書
道
．
絵
の
描
き
方
．
（
注
略
）
　
　
（
同
右
2
9
5
）

古
辞
書
の
み
な
ら
ず
、
次
の
古
文
献
に
も
彼
様
な
表
現
が
見
出
さ
れ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
古
文
献
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
古
辞
書
に
収
録
さ
れ
た

次
第
で
あ
ろ
う
。

1
、
勅
二
僧
通
徳
。
恵
俊
一
並
還
俗
。
～
為
レ
用
二
其
芸
一
也
（
続
日
本
紀
・

文
武
四
年
八
月
）



2
、
微
臣
無
聾
無
能
（
本
朝
文
粋
巻
四
1
1
6
⑫
）

3
、
臣
無
才
無
矧
、
非
旧
非
勲
（
同
右
1
0
1
⑥
）

Cf
予
仁
君
考
、
能
多
材
多
謝
、
能
事
鬼
神
、
（
書
経
・
金
藤
）

Cf
吾
不
試
、
故
矧
。
（
論
語
・
子
竿
）

4
、
猶
遇
臨
時
之
恩
、
各
預
不
次
之
賞
。
蓋
重
其
矧
也
。
（
本
朝
文
粋
巻

六
1
6
0
⑳
）

5
、
情
願
二
人
仕
一
者
本
国
具
述
二
芸
能
一
、
中
二
送
太
政
官
一
（
令
集
解
・
職

員
令
）

6
、
次
巡
事
施
各
却
矧
、
預
中
将
令
様
、
下
官
朗
詠
、
（
兵
範
記
・
仁
安
二

年
十
一
月
五
H
）

7
、
芸
能
、
所
作
の
み
に
あ
ら
ず
、
大
方
の
ふ
る
ま
ひ
、
心
づ
か
ひ
も
、
愚

か
に
し
て
つ
つ
し
め
る
は
得
の
本
な
り
（
徒
然
草
1
8
7
段
）

Cf
至
今
上
即
位
、
博
聞
矧
l
瑚
之
路
、
悉
廷
百
端
之
学
。
（
史
記
・
亀
策
伝
）

Cf
初
無
矧
矧
、
濫
塵
科
目
。
（
宋
・
葉
適
、
申
省
乞
仕
状
）

8
、
文
蟄
観
官
好
給
こ
と
も
か
は
り
ま
さ
ざ
り
け
り
。
（
神
皇
正
統
記
中
・

村
上
天
皇
）

9
、
世
の
は
か
せ
に
て
萬
人
の
師
と
な
る
事
、
矧
叫
か
は
る
べ
か
ら
ず
（
徒

然
草
1
5
0
段
）

1
0
、
矧
喝
に
つ
け
て
望
を
と
げ
、
賞
を
か
う
ぶ
る
も
の
、
古
今
数
を
し
ら
ず

多
し
。
（
彰
考
館
蔵
十
訓
抄
2
0
5
⑨
）

1
1
、
珂
利
l
の
才
能
も
、
又
父
祖
に
は
及
び
が
た
き
な
ら
ひ
な
れ
ば
、
（
同
右

1

7

9

⑬

）

堕
翻
刻
二
心
得
タ
ル
者
こ
テ
、
君
二
近
ク
被
召
仕
一
進
セ
テ
、
（
延
慶
本

平
家
物
語
第
一
本
6
9
オ
③
）

以
上
に
列
挙
し
た
表
現
は
「
芸
道
」
　
の
未
出
現
に
よ
っ
て
生
じ
た
そ
の
意
味

領
域
の
空
白
を
補
完
し
た
と
言
え
よ
う
。
即
ち
、
「
芸
道
」
　
の
替
り
に
か
か
る

語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
「
芸
道
」
が
江
戸
時
代
ま
で
の
古
辞
書
に
所

載
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ

う
。
一
つ
は
「
芸
道
」
と
い
う
語
が
江
戸
時
代
に
至
っ
て
も
ま
だ
日
本
語
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
古
辞
書
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
た
と
え
語
と
し
て
は
生
ま
れ
た
と
し
て
も
、
使
用
の
量
、
範
囲
、

頻
度
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
古
辞
書
に
掲
載
す
べ
き
程
度
に
ま
で
達
し
て
い
な

い
た
め
で
あ
ろ
う
。
下
記
の
例
の
示
す
よ
う
に
、
前
者
で
は
な
く
、
後
者
の
因

由
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
と
看
取
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
芸
道
」
　
は
巳
に
中
世

に
現
わ
れ
た
が
、
芸
術
的
な
専
門
用
語
と
し
て
芸
論
告
に
の
み
用
い
ら
れ
て
、

一
般
用
語
に
至
っ
て
い
な
い
と
い
っ
た
位
相
的
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
「
芸

道
」
は
初
出
例
と
し
て
世
阿
弥
が
出
家
前
後
の
頃
に
著
し
た
能
芸
論
者
r
花

銃
」
　
（
応
永
3
1
年
（
1
4
2
4
）
な
ど
に
登
場
し
た
も
の
で
あ
る
と
、
今
回
の

調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
の
と
こ
ろ
「
芸
道
」
は
世
阿
弥
の
手
に
よ
っ
て

創
出
、
使
用
さ
れ
た
用
語
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
を
受
け
続
ぐ
形
で
世

阿
弥
の
女
婿
で
あ
り
、
ま
た
、
弟
子
で
も
あ
る
金
春
禅
竹
著
の
　
r
歌
舞
髄
脳

記
」
　
（
康
正
2
年
（
1
4
5
6
）
　
に
も
見
え
た
。
言
わ
ば
「
芸
道
」
は
最
初
個
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人
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
、
後
に
そ
の
家
族
に
拡
大
し
た
と
い
っ
た
特
殊
な
存

在
で
あ
る
。

1
3
、
如
レ
此
、
上
果
風
よ
り
、
貴
人
、
自
拍
子
・
曲
舞
舞
い
。
狂
女
、
色
々

を
心
得
分
て
、
其
却
副
職
の
筋
目
筋
目
を
宛
て
が
ひ
て
作
督
す
る
事
、
能

（
の
）
道
を
知
り
た
る
書
手
な
る
べ
し
。
（
世
阿
弥
二
二
道
）
　
（
表
記
変
更

有
り
、
以
下
同
）

1
4
、
得
手
あ
ら
ば
、
又
お
ろ
そ
か
な
る
方
あ
る
べ
L
と
見
え
た
り
。
さ
る
ほ

ど
に
、
寄
矧
に
勝
負
の
証
見
あ
る
か
。
然
者
、
正
花
風
を
以
て
、
輿
曲
と

や
云
べ
き
。
（
同
右
・
六
義
）

1
5
、
間
。
誠
、
其
折
・
機
嫌
に
よ
り
て
、
出
・
不
出
の
甲
乙
あ
る
べ
き
事
、

疑
い
な
し
。
此
笥
矧
に
、
稽
古
長
久
に
し
て
、
既
に
名
を
得
る
位
に
な
り

て
、
「
面
白
や
」
と
恩
ふ
見
感
、
是
は
成
功
な
り
と
　
（
同
右
・
拾
玉
得
花
）

1
6
、
当
道
も
、
花
伝
年
来
稽
古
よ
り
、
物
党
・
問
答
・
別
紙
、
至
花
道
・

花
鏡
（
是
ハ
当
討
週
ヲ
誌
ル
帖
々
外
題
之
数
々
也
）
、
如
此
の
粂
々
を
習

道
し
て
、
奥
蔵
を
極
め
、
達
人
に
な
り
て
、
何
と
も
心
の
ま
、
な
る
は
、

（
同
右
）

1
7
、
た
ゞ
そ
の
一
体
〓
体
〕
を
得
た
ら
ん
曲
芸
は
、
又
そ
の
分
そ
の
分
に

よ
り
て
、
安
曲
の
風
体
・
遠
見
を
な
さ
ん
事
、
苛
矧
の
感
用
た
る
べ
し
。

（
同
右
）

は
、
嫡
孫
は
い
ま
だ
幼
少
也
。
や
る
方
な
き
二
跡
の
萄
あ
ま
り
に
あ
ま

り
に
老
心
の
妄
執
、
一
大
事
の
障
り
と
も
な
る
斗
也
。
（
同
右
・
却
来
華
）

1
9
、
元
雅
は
、
芸
道
は
は
や
極
め
尽
し
た
る
性
位
な
れ
共
、
力
な
く
、
五
十

に
至
ら
ざ
れ
ば
そ
の
態
を
な
す
事
あ
る
ま
じ
き
秘
伝
に
て
、
口
伝
斗
に
て

あ
り
し
也
。
（
同
右
）

輿
一
切
剖
副
週
に
、
習
々
、
覚
し
〔
覚
し
〕
て
、
さ
て
行
遺
あ
る
べ
し
。
申

楽
も
、
習
覚
し
て
、
さ
て
其
粂
々
を
こ
と
ご
と
く
行
う
べ
し
。
（
同
右
・

花
鏡
）

2
1
、
幽
玄
を
ば
請
じ
、
諸
家
の
名
匠
、
善
悪
の
御
比
判
、
分
明
仰
出
さ
れ
L

よ
り
、
道
の
す
ぢ
め
し
な
じ
な
位
々
を
わ
き
ま
へ
、
ふ
る
き
を
尋
ね
、
あ

た
ら
し
き
を
し
り
、
l
え
ら
び
定
を
き
し
か
ば
、
於
二
重
道
一
更
私
な
き
物

哉
。
（
金
春
禅
竹
・
歌
舞
髄
脳
記
）

上
記
し
た
例
の
示
す
よ
う
に
、
日
本
に
於
け
る
芸
道
が
芸
道
と
い
う
言
葉
を

以
て
そ
の
働
き
を
明
確
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
室
町
時
代
か
ら
で
は
な
い

か
と
見
ら
れ
る
。
但
し
、
そ
れ
ら
の
用
例
を
見
て
み
る
と
世
阿
弥
、
禅
竹
に
よ

っ
て
用
い
ら
れ
た
「
芸
道
」
は
、
「
日
本
の
伝
統
的
な
武
芸
、
芸
能
、
芸
術
の

⑤

世
界
を
含
む
文
化
の
中
で
精
神
性
を
重
視
す
る
芸
の
道
」
と
い
っ
た
す
べ
て
の

「
技
芸
、
芸
能
の
道
」
を
表
す
汎
用
性
の
高
い
表
現
と
い
う
よ
り
も
寧
ろ
主
と

し
て
「
能
楽
・
猿
楽
の
道
」
　
の
み
を
指
す
と
い
う
限
定
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ

る
よ
う
で
あ
る
。
言
わ
ば
、
「
芸
道
」
と
い
う
用
語
は
日
本
語
に
登
場
し
た
当

初
は
能
楽
、
猿
楽
と
い
う
専
門
的
な
世
界
に
限
っ
て
特
殊
語
と
し
て
用
い
、
現

代
語
の
そ
れ
と
明
ら
か
に
位
相
差
が
存
在
し
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
れ
の
み
な

ら
ず
、
下
記
の
例
の
よ
う
に
、
世
阿
弥
、
禅
竹
が
著
し
た
芸
道
論
書
に
お
い
て
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単
独
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
道
」
も
殆
ど
「
芸
道
」
と
同
じ
意
味
用
法
を
表
す

よ
う
に
思
え
る
。

2
2
、
さ
て
能
の
当
座
に
至
る
時
、
其
条
々
を
い
た
し
心
み
て
、
其
徳
あ
ら

ば
、
げ
に
も
と
尊
み
て
、
い
よ
い
よ
画
を
崇
め
て
、
年
来
の
劫
を
積
む

を
、
能
を
智
大
用
と
す
る
也
　
（
花
鏡
・
奥
段
）
。

輿
息
男
元
雅
に
至
る
ま
で
、
園
の
奥
義
残
な
く
相
伝
終
り
て
、
世
阿
は
一

身
の
一
大
事
の
み
を
待
ち
つ
る
処
に
、
恩
は
ざ
る
外
、
元
雅
早
世
す
る
に

よ
っ
て
、
当
流
の
圃
絶
え
て
、
一
座
す
で
に
破
滅
し
ぬ
。
（
却
来
華
）

2
4
、
夫
、
申
楽
家
風
之
惑
者
、
世
上
異
端
の
も
て
あ
そ
び
に
あ
ら
ず
。

（
歌
舞
髄
脳
記
）

2
5
、
俗
を
の
ぞ
き
、
位
を
立
て
、
品
を
さ
だ
め
を
か
れ
L
よ
り
、
こ
の
圃
の

か
ヾ
み
と
し
て
、
玉
を
み
が
き
花
を
　
（
か
ざ
す
）
余
情
・
幽
美
を
本
と

す
。
（
五
音
十
体
）

亦
、
「
芸
道
」
以
外
に
、
「
曲
道
」
「
諸
道
芸
」
「
習
道
」
「
力
道
」
「
役
遺
」
「
道

花
」
「
花
道
」
な
ど
の
よ
う
な
世
阿
弥
の
手
に
よ
っ
て
「
道
」
を
使
っ
て
創
り

出
さ
れ
た
表
現
も
見
ら
れ
る
。

…
聖
序
破
急
へ
舞
を
さ
む
る
劇
画
を
習
得
す
る
事
や
。
（
花
鏡
・
舞
聾

為
根
）

2
7
、
さ
て
、
か
ね
て
お
ぼ
え
つ
る
舞
歌
の
二
曲
を
し
な
じ
な
に
わ
た
し
て
事

を
な
す
な
ら
で
は
、
別
の
釧
利
の
習
い
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。
（
至
花
道
書
・

二
曲
三
倍
事
）

の
よ
う
に
能
の
曲
を
学
習
す
る
道
の
恵
と
し
て
「
曲
道
」
が
用
い
ら
れ
て
、
「
芸

道
」
　
の
下
位
的
な
一
つ
の
道
と
看
取
さ
れ
る
。

郷
∴
矧
珂
矧
に
於
い
て
も
、
色
・
空
二
あ
り
。
（
遊
楽
習
道
風
見
書
）

の
よ
う
に
、
能
楽
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
芸
道
の
意
を
表
し
、
「
諸
道
」
「
一

切
芸
道
」
「
一
切
万
道
」
な
ど
と
類
義
的
な
関
係
を
持
つ
。

2
2
能
を
知
ら
ん
と
恩
は
ゞ
、
先
、
謝
瑚
・
諸
事
を
う
ち
置
き
て
、
当
芸
ば

か
り
に
入
ふ
し
て
、
（
花
鏡
・
奥
段
）

輿
↓
切
劃
刺
に
、
習
々
、
覚
し
て
、
さ
て
行
道
あ
る
べ
し
。
（
同
右
）

異
聞
。
↓
矧
瑚
矧
、
成
就
云
、
（
拾
玉
得
花
）

す
べ
て
の
芸
道
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
る
り

輿
遊
楽
之
芸
風
之
矧
域
と
せ
ん
と
な
り
。
（
六
義
）

軍
∴
矧
感
の
入
門
は
、
二
曲
三
倍
を
す
ぐ
べ
か
ら
ず
。
（
至
花
道
書
・

三
曲
三
倍
事
）

輿
申
楽
一
座
人
数
、
其
役
々
矧
遡
次
第
、
（
習
道
書
）

「
習
遺
」
は
芸
の
遺
ま
た
は
演
出
に
関
す
る
遺
を
修
得
す
る
こ
と
を
表
す
。

3
5
、
諸
倍
に
互
て
広
態
の
見
勢
を
、
一
身
他
風
に
所
持
す
る
が
惑
、

是
也
。
（
遊
楽
習
道
見
風
吉
）

⑥

芸
道
に
お
け
る
力
量
を
表
す
「
力
道
」
と
な
る
。
後
に
「
仏
の
功
徳
、
御
利

益
」
と
い
う
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

輿
棟
梁
の
為
手
の
硯
画
と
者
、
首
座
の
藍
に
い
た
り
て
、
楽
屋
よ
り
出

て
、
（
習
道
書
）
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⑦「
役
道
」
は
な
す
べ
き
役
の
意
か
と
解
さ
れ
る
。

3
7
、
各
々
安
位
感
花
に
い
た
る
虞
、
風
花
緒
法
の
見
所
の
切
堺
也
。
（
九
位

次
第
）

芸
道
の
花
即
ち
芸
道
の
悟
得
の
境
地
と
い
う
意
味
の
「
道
鮎
と
理
解
さ
れ

よ
、
つ
。

輿
物
党
・
問
答
・
別
紙
・
至
花
町
・
花
鏡
、
如
此
の
条
々
を
習
遺
し
て
、

（
拾
玉
得
花
）

上
記
し
た
用
例
の
よ
う
に
い
ず
れ
も
世
阿
弥
が
「
道
」
と
い
う
造
語
要
素
を

生
か
し
な
が
ら
独
創
し
た
表
現
で
あ
る
。
「
芸
道
」
は
ほ
か
で
も
な
く
か
か
る

流
れ
の
中
で
自
ず
と
生
じ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
「
非
道
」
「
風
道
」

な
ど
の
よ
う
に
世
阿
弥
が
本
来
の
意
味
の
上
に
新
し
い
意
味
用
法
を
付
加
さ
せ

た
表
現
も
見
ら
れ
る
。

輿
先
、
此
道
に
至
ら
ん
と
恩
は
ん
物
は
、
叫
矧
を
行
ず
べ
か
ら
ず
。

（
花
伝
昏
）

棚
、
聾
の
た
し
な
み
は
お
ろ
そ
か
に
て
、
刺
圃
の
み
行
じ
、
（
同
右
）

C
f
有
言
遜
干
汝
志
、
必
求
諸
珂
瑚
（
書
経
・
太
甲
下
）

C
I
わ
れ
よ
り
他
に
、
領
す
べ
き
人
な
き
を
か
く
す
る
こ
と
は
い
と
叫
村
引

な
る
事
（
落
窪
物
語
三
）

「
非
道
」
は
、
参
考
例
の
示
す
よ
う
に
道
理
、
人
情
に
は
ず
れ
て
非
理
、
非

情
と
い
っ
た
本
来
の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
専
門
の
猿
楽
に
非
ざ
る
遺
、

能
楽
以
外
の
諸
道
を
表
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

里
抑
、
た
け
た
る
く
ら
ゐ
の
わ
ざ
と
は
、
こ
の
風
道
を
、
若
年
よ
り
老
に

い
た
る
ま
で
の
、
年
来
稽
古
を
、
こ
と
ご
と
く
つ
く
し
て
、
（
至
花
道
書
）

C
f
　
掩
撃
不
意
、
劇
咄
在
人
、
出
且
有
常
也
（
貌
雷
∴
桂
浩
伝
）

「
風
の
吹
く
道
」
と
い
う
本
来
の
意
味
と
異
な
り
、
能
楽
の
遺
、
芸
風
の
道

と
い
う
「
芸
道
」
に
近
い
意
味
を
表
す
「
風
道
」
と
な
る
。

世
阿
弥
が
稽
古
修
行
を
積
み
、
鍛
錬
工
夫
を
重
ね
て
心
の
芸
・
悟
得
の
芸
と

い
う
境
地
に
至
る
過
程
、
ま
た
そ
の
境
地
そ
の
も
の
を
「
道
」
を
以
て
象
徴
さ

せ
よ
う
と
し
た
。
能
な
ど
の
芸
に
道
の
意
識
が
導
入
さ
れ
て
、
そ
の
芸
能
が
天

地
萬
物
の
生
々
化
育
し
て
い
く
根
源
た
る
「
道
」
　
の
如
く
、
発
展
し
、
亦
、
そ

の
精
神
内
容
を
向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
正
統
性
も
一
段
と
昇
華
さ
せ
て
、
棟
梁
一

の
地
位
を
強
固
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
「
猿
楽
も
そ
の
よ
う
な
風
潮
　
1
8

の
中
で
し
だ
い
に
道
の
意
識
を
高
め
、
田
楽
昌
拍
子
曲
舞
な
ど
の
他
芸
能
－

に
対
し
て
猿
楽
の
道
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
芸
を
み
が
き
、
競
争
し
た
。
猿
楽

の
道
と
は
猿
楽
そ
の
も
の
を
道
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
、
先
人
の
お
こ
な
っ
た

猿
楽
を
学
ぶ
事
に
よ
り
自
分
自
分
を
鍛
錬
し
、
人
間
と
し
て
大
成
す
る
こ
と
が

③

で
き
る
か
ら
猿
楽
も
道
な
の
で
あ
る
」
。

以
上
の
考
察
で
「
道
」
と
い
う
概
念
が
芸
能
の
世
界
に
移
入
さ
れ
、
多
用
さ

れ
得
た
の
は
世
阿
弥
の
「
道
」
に
対
し
て
の
積
極
的
な
活
用
に
大
い
に
関
わ
る

と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
彼
様
な
「
道
」
と
「
芸
」
と
の
結
合
は
後
世
の
芸
能

の
形
成
発
展
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。



二
、
「
芸
道
」
の
形
成
背
景

も
と
も
と
「
道
」
と
い
う
概
念
は
古
代
中
国
に
発
生
し
、
孔
孟
の
説
く
「
徳
」

の
「
道
」
や
老
荘
の
説
く
「
天
地
萬
物
自
然
の
源
、
無
為
」
の
「
道
」
に
そ
の

源
流
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
、
早
く
か
ら
日
本
に
伝
え
ら
れ
て
、
日
本
人
の
物

の
考
え
方
に
根
本
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
従
っ
て
、
「
道
」
と
い
う
考
え
方

や
、
技
芸
の
わ
ざ
に
お
け
る
「
道
」
な
ど
の
よ
う
な
考
え
方
は
世
阿
弥
の
生
き

た
室
町
時
代
よ
り
早
く
か
ら
あ
っ
た
。
「
た
と
え
ば
兼
好
の
徒
然
草
に
は
道
に

関
し
て
述
べ
た
文
章
が
多
く
、
文
の
道
、
管
弦
の
道
、
歌
の
道
、
医
の
道
、
恩

愛
の
道
、
兵
の
道
、
世
を
治
め
る
道
な
ど
非
常
に
多
方
面
に
わ
た
り
、
「
道
を

⑲

知
れ
る
人
」
を
尊
重
す
る
主
張
も
す
こ
ぶ
る
多
い
」
。
つ
ま
り
、
「
大
体
、
中
国

（
お
よ
び
日
本
で
も
）
　
で
は
、
と
か
く
技
術
を
道
に
昇
華
さ
せ
よ
う
と
い
う
傾

向
が
あ
る
よ
う
だ
。
す
な
わ
ち
最
高
の
技
術
は
、
天
地
の
道
に
つ
な
が
る
も
の

と
す
る
。
戦
術
（
r
港
南
子
」
「
兵
略
訓
」
な
ど
）
、
医
術
（
r
黄
帝
素
問
」
一
、

二
な
ど
）
、
音
楽
（
玩
結
「
楽
論
」
な
ど
）
、
画
技
（
r
画
学
心
印
」
な
ど
）
す
べ

①

て
然
り
」
。
以
下
、
「
芸
道
」
を
誕
生
さ
せ
た
背
景
即
ち
室
町
時
代
以
前
に
「
道
」

は
日
本
に
於
い
て
如
何
に
し
て
展
開
、
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
検
討

し
て
み
る
。

彗
算
博
士
二
人
。
掌
レ
教
二
算
術
一
下
昔
時
橘
反
。
術
繊
也
。
導
也
。

野
王
案
。
却
也
。
判
道
路
之
画
。
亦
日
レ
樹
也
。
荘
子
。
古
之
学
二
街

道
一
者
。
鄭
玄
日
。
術
矧
猶
レ
矧
也
。
（
令
集
解
・
職
員
令
）

の
よ
う
に
「
術
、
法
、
道
、
藍
」
は
相
通
じ
る
類
義
的
な
関
係
を
為
す
こ
と
が

分
か
る
。
つ
ま
り
、
学
問
そ
の
他
の
技
能
に
導
か
れ
た
す
じ
み
ち
を
表
す
。

彗
又
、
或
記
日
、
利
別
剖
測
者
天
神
應
身
萬
法
妙
憶
。
両
句
者
天
地
陰

陽
、
胎
金
二
界
也
。
（
日
本
歌
学
大
系
第
一
巻
石
見
女
式
）

『
石
見
女
式
」
は
和
歌
四
式
（
歌
経
標
式
、
喜
撰
作
式
、
孫
姫
式
、
石
見
女

式
）
　
の
一
つ
で
あ
る
。
「
和
歌
之
遺
」
は
「
歌
道
」
の
由
来
と
な
り
、
「
天
地
陰

陽
」
「
胎
金
二
界
」
の
示
す
よ
う
に
道
家
思
想
、
陰
陽
五
行
説
及
び
仏
教
思
想

に
よ
る
も
の
で
、
「
道
」
を
以
っ
て
「
和
歌
」
と
い
う
学
問
の
玄
妙
さ
を
象
徴

し
た
の
で
あ
る
。

現
、
蛙
下
風
流
如
二
野
相
公
哀
情
如
中
在
納
言
1
、
而
皆
以
二
他
才
亘
不
下
一

以
二
斯
道
一
顕
上
。
～
思
レ
継
二
既
絶
之
風
一
、
欲
レ
輿
二
久
廃
之
遺
一
。
（
同
　
1
9

右

‥

古

今

和

歌

集

真

名

序

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

彗
通
過
二
和
歌
之
中
興
一
、
以
楽
二
吾
嘲
之
再
昌
一
。
（
同
右
）

文
中
の
「
道
」
は
ま
ざ
れ
も
な
く
「
和
歌
之
道
」
　
い
わ
ば
「
歌
道
」
の
こ
と

を
指
す
。
尚
「
本
朝
文
粋
」
　
に
は
多
種
多
様
な
「
道
」
　
に
関
す
る
表
現
が
見
ら

れ
る
。
「
忠
政
之
道
」
「
用
兵
之
遺
」
「
有
妨
学
道
」
「
安
民
之
道
」
　
「
治
国
之
遺
」

「
恢
弘
道
蛮
」
「
箱
蒙
等
六
道
」
「
諸
道
学
生
」
「
文
章
道
」
「
政
道
之
要
」
「
莫
不

順
天
道
」
「
治
理
之
道
」
「
臣
子
之
遺
」
「
詩
番
礼
道
」
亦
、
「
質
而
楽
遺
」
「
文

通
漸
輿
」
「
論
之
政
道
」
「
聖
道
・
帝
道
」
「
人
臣
之
遺
」
「
道
徳
為
門
戸
」
「
教

学
之
道
」
「
談
王
道
」
「
学
問
之
道
」
の
よ
う
に
「
政
治
」
「
戦
術
」
「
道
徳
」
「
学

問
」
「
芸
能
」
な
ど
の
多
彩
な
「
道
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
「
楽
道
」
は
道
を



楽
し
む
こ
と
を
表
し
、
現
代
語
の
「
道
楽
」
の
堕
落
的
な
意
味
と
異
な
り
、
中

国
語
の
本
来
の
意
味
の
ま
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

4
6
、
若
ク
シ
テ
到
圃
こ
遊
テ
（
三
宝
絵
詞
上
4
ウ
③
）

「
文
ノ
道
」
は
r
本
朝
文
粋
j
の
「
文
道
」
と
同
じ
く
、
「
武
藍
の
遺
」
「
弓

馬
の
遺
」
　
「
弓
箭
の
道
」
と
共
に
文
武
両
道
を
表
す
。

聖
書
備
大
臣
入
唐
矧
レ
薗
之
間
、
矧
遡
醇
能
、
博
達
聴
慧
也
、
（
江
談
抄
・

第
三
雑
事
）

「
習
道
」
は
世
阿
弥
の
言
う
「
習
道
」
　
の
能
芸
を
学
習
す
る
こ
と
と
違
っ
て
、

学
問
を
習
う
意
を
表
す
。

4
8
、
加
之
、
従
二
宗
家
卿
一
博
二
歌
曲
道
一
之
奥
旨
一
（
略
）
、
漸
欲
レ
達
二
宮

商
之
道
l
。
（
玉
葉
・
文
治
四
（
1
1
8
8
）
年
九
月
）

「
宮
商
」
は
音
楽
の
五
音
「
宮
、
商
、
角
、
徴
、
羽
」
　
の
宮
と
商
の
二
つ
音

階
の
こ
と
、
後
に
転
じ
て
音
楽
の
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
「
富
商
之
遺
」

は
音
楽
の
道
、
即
ち
「
歌
曲
道
」
を
指
す
。

4
9
、
就
二
歌
道
並
弓
馬
事
一
、
条
条
有
下
被
二
尋
仰
一
事
上
（
吾
妻
鏡
・
文
治

二
1
1
8
6
）
年
八
月
十
五
日
）

「
歌
道
」
は
文
道
と
し
て
の
和
歌
の
道
を
言
う
に
対
し
て
、
「
弓
馬
」
は
兵

法
、
武
芸
の
こ
と
を
指
す
。

5
0
、
．
瑚
捌
ノ
方
ニ
モ
ヤ
サ
シ
キ
男
こ
テ
、
（
延
慶
本
平
家
物
語
第
一
本

9

7

ウ

②

）

Ⅲ
、
源
平
ノ
兵
者
共
互
二
命
モ
惜
ズ
、
入
替
、
、
司
薗
ヲ
ゾ
施
シ
ケ

ル
。
（
半
井
本
平
治
物
語
中
巻
1
9
オ
②
）

輿
成
敗
ヨ
ク
シ
テ
物
ノ
道
理
ヲ
知
り
、
中
こ
モ
矧
矧
4
固
ヲ
タ
テ
カ
ラ
ス

ベ
シ
。
（
北
条
重
時
・
六
波
羅
殿
御
家
訓
1
4
粂
）

「
弓
箭
」
は
弓
と
矢
、
弓
矢
を
射
る
こ
と
、
射
芸
を
表
す
が
、
こ
こ
で
は
「
弓

馬
」
と
同
じ
く
武
芸
一
般
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
「
弓
箭
道
」
は
武
士
が
励
む

べ
き
方
面
、
武
士
が
守
る
べ
き
道
徳
を
言
う
。

輿
ム
ナ
シ
ク
月
日
ツ
モ
ル
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
矧
薗
ノ
交
衆
ト
ハ
更
こ
ヲ
モ
ヒ

ヨ
ラ
サ
リ
。
（
教
訓
抄
巻
第
二

輿
自
二
生
年
五
六
歳
、
始
テ
加
二
舞
道
一
烈
。
（
略
）
、
コ
瑚
ヲ
カ
ヘ
リ
ミ

レ
バ
、
秘
曲
ミ
ニ
ア
マ
リ
テ
、
（
同
右
）

「
教
訓
抄
」
は
狛
近
真
（
1
1
7
7
年
生
）
作
、
日
本
最
古
の
総
合
的
楽
啓

で
あ
る
。
古
伝
を
正
し
、
実
態
を
押
え
、
楽
、
舞
に
亘
っ
て
雅
楽
を
多
角
皮
か

ら
捉
え
た
。
右
に
挙
げ
た
「
当
遺
」
「
舞
道
」
「
二
道
」
　
の
他
に
は
「
諸
道
」
「
一

道
」
「
自
然
之
遺
」
　
「
此
道
」
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
い
ず
れ
も
楽
、
舞
に
関

し
て
の
稽
古
、
実
技
、
演
出
、
心
得
、
悟
得
に
用
い
ら
れ
て
、
狛
近
真
の
道
に

執
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
呈
出
す
る
。
こ
れ
は
後
に
世
阿
弥
が
展
開
し
た
「
道
」

の
世
界
と
大
い
に
共
通
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

輿
か
様
の
事
は
、
圏
の
大
事
に
て
候
へ
ど
も
、
口
伝
を
受
候
ぬ
れ
ば
、
凡

の
刃
判
例
矧
を
得
候
ぬ
る
上
に
は
、
（
入
木
抄
）

r
入
木
抄
」
は
日
本
の
書
道
史
上
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
尊
円
親
王
作

で
あ
り
、
昏
論
と
し
て
早
く
か
ら
注
目
、
尊
重
さ
れ
た
。
書
論
の
中
心
は
「
書
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を
単
な
る
技
術
・
技
法
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
精
神
的
な
高
み
に
ま

で
ひ
き
あ
げ
た
点
に
あ
か
。
そ
れ
は
書
の
こ
と
を
「
入
木
の
道
」
と
し
て
捉

え
た
こ
と
か
ら
も
感
知
さ
れ
る
。

亦
、
中
世
の
百
科
辞
書
と
も
言
わ
れ
る
r
徒
然
草
」
に
も
兼
好
は
人
生
論
、

人
間
論
、
処
世
論
及
び
趣
味
論
な
ど
に
つ
い
て
「
道
」
を
以
て
説
い
た
と
こ
ろ

が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
兼
好
の
生
き
る
時
代
「
道
」
に
関
す
る
認
知
度
、

定
着
度
が
高
か
っ
た
こ
と
の
一
側
面
を
反
映
し
て
い
る
と
も
理
解
さ
れ
よ
う
。

貴
族
世
界
に
身
を
置
い
た
兼
好
は
、
そ
の
世
界
の
必
須
の
教
養
と
し
て
次
の

例
の
よ
う
に
「
ま
こ
と
し
き
文
の
遺
」
な
ど
の
紳
士
道
を
説
い
た
。

墾
あ
り
た
き
事
は
、
ま
こ
と
し
き
刻
到
判
作
文
・
和
歌
・
管
絃
の
珂
（
徒

然
草
第
一
段
）

5
7
、
嘲
叫
矧
の
み
、
い
に
L
へ
に
変
ら
ぬ
な
ど
い
ふ
事
も
あ
れ
ど
、
（
同
右

第
十
四
段
）

輿
詩
歌
に
た
く
み
に
、
系
竹
に
妙
な
る
は
翻
刻
到
呵
君
臣
こ
れ
を
重
く

す
と
い
ヘ
ビ
も
、
（
同
右
第
一
二
二
段
）

こ
の
「
幽
玄
の
道
」
は
「
六
芸
」
の
要
と
な
る
礼
、
楽
に
基
づ
く
貴
族
社
会

の
価
値
の
源
泉
、
象
徴
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

出
家
遁
世
し
、
専
心
修
道
し
た
兼
好
は
、
無
常
観
を
訴
え
な
が
ら
仏
の
道
、

修
行
道
を
説
い
た
。

甲
山
恩
矧
を
願
ふ
と
い
ふ
は
別
の
事
な
し
。
（
同
右
第
九
十
八
段
）

輿
死
の
近
き
事
を
も
知
ら
ず
、
笥
喝
の
い
た
ら
ざ
る
を
も
知
ら
ず
。
（
同

右
第
一
三
四
段
）

更
に
芸
能
人
と
し
て
の
兼
好
は
、
芸
能
の
諸
道
に
関
心
を
寄
せ
、
芸
能
の
達

人
を
観
察
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
諸
道
を
心
得
え
た
。

里
か
の
刺
叫
租
の
た
く
み
の
造
れ
る
、
（
同
右
第
二
二
段
）

侵
、
法
師
は
劃
嘲
を
立
て
、
夷
は
弓
ひ
く
術
知
ら
ず
、
（
同
右
第
八
〇
段
）

「
兵
の
道
」
は
上
記
の
「
弓
箭
の
道
」
「
武
重
の
道
」
と
同
じ
く
武
士
の
道
と

い
う
意
を
表
す
。

聖
文
・
武
・
医
の
道
、
誠
に
、
欠
け
て
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
（
同
右
第
一

二
二
段
）

6
4
、
∃
矧
に
も
誠
に
長
じ
ぬ
る
人
は
、
自
ら
明
ら
か
に
そ
の
非
を
知
る
故

に
、
（
同
右
第
一
六
七
段
）
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6
5
、
万
に
そ
の
道
を
知
れ
る
者
は
、
や
ん
ご
と
な
き
も
の
な
り
。
（
同
右
第

五
一
段
）

輿
矧
可
の
物
の
上
手
の
い
み
じ
き
事
な
ど
、
か
た
く
な
な
る
人
の
そ
の
遡

知
ら
ぬ
は
、
そ
ぞ
ろ
神
の
ご
と
く
に
言
へ
ど
も
、
週
知
れ
る
人
は
更
に
信

も
お
こ
さ
ず
。
（
同
右
第
七
三
段
）

冥
利
叫
均
に
心
得
た
る
よ
し
の
さ
し
い
ら
へ
は
す
れ
。
（
同
右
第
七
九
段
）

の
よ
う
に
、
一
つ
の
専
門
か
ら
あ
ら
ゆ
る
専
門
ま
で
道
が
あ
る
こ
と
を
言
っ
て

い
る
。
亦
、
道
は
次
の
例
の
如
く
、
専
門
そ
の
も
の
を
表
す
意
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。

輿
な
ほ
ま
こ
と
に
、
喝
の
主
と
も
覚
え
ぬ
べ
し
。
（
同
右
第
一
六
八
段
）



6
2
「
本
よ
り
探
き
蘭
は
知
り
待
ら
ず
。
そ
ぞ
ろ
ご
と
を
尋
ね
奉
ら
ん
と
定

め
申
し
つ
」
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
（
同
右
第
一
三
五
段
）

更
に
「
道
を
学
す
る
」
と
い
う
連
語
形
式
が
見
ら
れ
、
世
阿
弥
の
「
学
道
」

と
い
う
熟
語
の
形
成
の
本
と
も
考
え
ら
れ
る

7
0
、
道
を
学
す
る
人
、
タ
に
は
朝
あ
ら
ん
事
を
思
ひ
、
（
同
右
第
一
五
二
段
）

有
職
故
実
の
道
を
心
得
え
た
兼
好
は
飲
酒
の
作
法
の
一
つ
と
し
て
「
魚
道
」

と
い
う
表
現
を
披
露
し
た
。
爾
来
、
室
町
時
代
に
成
立
し
た
古
辞
書
に
「
魚

道
」
と
い
う
語
が
収
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

7
1
、
「
さ
に
は
あ
ら
ず
。
剣
瑚
な
り
。
流
れ
を
残
し
て
、
口
の
つ
き
た
る
所

を
す
す
ぐ
な
り
」
と
ぞ
抑
せ
ら
れ
し
。
（
同
右
第
一
五
八
段
）

「
魚
道
」
は
底
に
残
っ
た
酒
を
拾
て
ず
、
魚
が
旧
道
を
過
ぎ
る
よ
う
に
ロ
の

つ
い
た
所
を
す
す
ぐ
と
い
う
比
喩
的
な
意
味
を
表
す
。

以
上
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
史
書
、
古
記
録
、
物
語
、
随
筆
、
芸
諭
吉
な
ど
に

現
れ
た
「
道
」
を
考
察
す
る
と
、
和
歌
を
は
じ
め
と
す
る
雅
楽
、
管
弦
、
弓

馬
、
入
木
、
医
な
ど
の
よ
う
な
芸
能
、
学
問
、
技
芸
の
世
界
に
「
道
」
が
幅
広

く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

世
阿
弥
が
創
出
し
た
「
芸
道
」
は
、
自
分
の
正
統
性
、
独
自
性
、
神
秘
性
を

際
立
た
せ
よ
う
と
す
る
意
識
を
媒
介
に
、
こ
の
諸
の
道
と
い
う
土
台
の
下
で
、

始
め
て
出
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
彼
様
な
諸
道
は
「
芸
道
」
誕
生
の

土
壌
と
も
言
え
よ
う
。
但
し
、
次
の
例
の
よ
う
に
、
世
阿
弥
の
「
道
」
に
つ
い

て
の
受
容
は
直
接
そ
の
「
道
」
本
拠
で
あ
る
道
家
に
も
及
ん
だ
と
見
ら
れ
る
。

7
2
、
浅
文
風
圏
の
道
た
る
、
常
の
道
に
あ
ら
ず
。
常
の
道
を
路
で
、
道
の
た

る
を
知
る
べ
し
。
こ
れ
浅
き
よ
り
、
（
九
位
次
第
）

7
3
、
道
可
レ
道
非
二
常
道
一
、
名
可
レ
名
非
二
常
名
二
老
子
・
道
徳
経
上
体

第
1
）

「
道
の
遺
た
る
、
常
の
道
に
あ
ら
ず
」
は
ほ
か
で
も
な
く
有
名
な
r
道
徳
経
」

か
ら
摂
取
し
た
も
の
を
翻
案
し
た
の
で
あ
る
。
世
阿
弥
が
老
子
の
「
道
」
を
用

い
て
、
能
垂
の
根
本
を
な
す
原
理
と
し
て
の
二
曲
の
幽
玄
を
象
徴
し
た
上
で
、

更
に
「
常
の
道
を
指
で
道
の
た
る
を
知
べ
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
修
行
法

を
も
説
い
た
。
即
ち
「
常
の
道
と
は
規
範
で
あ
り
法
則
で
あ
り
格
で
あ
る
。
そ

の
規
範
・
格
に
絶
対
に
順
従
し
て
、
そ
の
規
格
に
従
っ
て
稽
古
修
行
の
劫
を
積

み
、
遂
に
格
を
出
で
格
を
は
な
れ
る
と
い
ふ
絶
対
無
擬
の
境
に
進
む
の
が
東
洋

的
な
修
行
法
で
あ
る
。
格
に
入
ら
ず
し
て
は
、
絶
対
自
由
の
境
に
は
入
り
難

い
。
従
っ
て
先
づ
「
常
の
道
」
を
踏
み
行
っ
て
、
そ
れ
が
や
が
て
「
道
の
道
た

⑬

る
道
」
」
に
達
す
る
。
こ
れ
は
「
以
至
二
於
無
為
一
。
無
為
而
無
レ
不
レ
為
」
（
老
子

道
徳
経
忘
知
）
の
無
為
自
然
の
境
地
に
至
る
の
と
も
相
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
「
芸
道
」
及
び
諸
の
道
の
源
泉
で
あ
る
中
国
の
「
遺
」
に
つ
い
て
見
て

み
よ
う
。

三
、
中
国
の
「
道
」

「
道
」
は
も
と
も
と
路
の
よ
う
な
も
の
、
人
が
往
来
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

つ
ま
り
様
々
な
通
路
、
道
路
、
道
程
と
言
え
る
。
そ
の
往
来
の
意
味
か
ら
方
向
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と
い
う
意
味
も
派
生
し
て
、

彗
誰
能
出
不
由
戸
者
、
何
莫
由
斯
薗
也
（
論
語
・
薙
也
）

の
「
道
」
が
、
そ
の
例
と
な
る
。
亦
、
以
下
の
例
の
よ
う
に
、
「
道
」
は
現
に

あ
る
道
を
超
え
て
、
あ
る
べ
き
遺
、
あ
る
は
ず
の
道
と
い
う
抽
象
的
神
聖
的
な

内
容
を
含
む
も
の
と
し
て
、
実
際
に
十
分
顕
在
化
し
て
い
な
い
規
範
的
な
性
格

を
も
持
つ
。

7
5
、
且
臣
間
之
、
巽
有
二
副
、
有
愛
而
実
之
、
有
畏
而
実
之
。
（
礼
記
・
檀

弓
上
）

の
よ
う
に
、
種
類
、
そ
の
方
面
と
い
う
意
味
を
表
す
。

彗
治
世
不
一
矧
、
便
国
不
必
法
古
。
（
商
君
書
・
更
法
）

7
7
、
凡
有
刺
者
、
有
徳
者
、
使
教
焉
。
（
郁
玄
注
、
道
l
、
列
剥
矧
）
（
周
礼
・

春
宮
大
司
徒
）

の
よ
う
に
技
芸
、
技
術
、
方
法
の
こ
と
を
言
う
。
更
に
次
の
r
荘
子
」
　
の
例
の

よ
う
に
技
術
以
上
の
「
遺
」
　
つ
ま
り
、
修
業
を
積
み
重
ね
て
到
達
し
た
「
無
為

自
然
」
の
「
技
芸
」
の
最
高
究
極
地
を
言
う
。
こ
の
「
道
」
は
「
歌
道
」
を
は

じ
め
と
す
る
「
芸
道
」
な
ど
の
よ
う
な
「
遺
」
に
よ
っ
て
出
来
た
芸
能
に
関
す

る
表
現
の
源
流
と
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
無
為
自
然
」
の
「
道
」
は
芸
道
の
極

致
と
し
て
最
高
の
努
力
す
べ
き
目
標
だ
と
追
究
さ
れ
る
。

7
8
、
庖
丁
梓
レ
刀
、
封
日
、
臣
之
所
レ
好
者
刺
望
進
二
乎
技
一
夫
。
始
臣
之

解
レ
牛
之
時
。
所
レ
見
無
二
非
レ
牛
者
一
。
三
年
之
後
、
未
三
瞥
見
二
仝
牛
一

也
。
方
二
今
之
時
一
、
臣
以
レ
神
退
、
而
不
二
以
レ
目
視
一
。
官
知
止
而
神
欲

行
。
（
荘
子
・
養
生
主
）

の
よ
う
に
「
技
」
か
ら
「
道
」
に
至
る
ま
で
の
修
行
、
そ
の
修
行
道
に
よ
る

「
道
」
　
へ
の
変
化
過
程
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
そ
の
根
源
が
精
神
の

錬
磨
に
お
い
て
求
め
ら
れ
、
そ
の
目
標
が
精
神
的
な
適
中
、
即
ち
射
手
が
根
本

に
お
い
て
は
自
分
自
身
を
的
と
し
て
狙
い
、
そ
し
て
そ
の
際
遂
に
は
恐
ら
く
自

分
自
身
を
射
中
て
る
虞
に
ま
で
達
す
る
適
中
に
在
る
よ
う
な
技
偶
と
解
し
て
い

⑭る
」
と
い
っ
た
こ
と
の
根
源
と
も
言
え
よ
う
。

中
国
の
「
道
」
は
右
の
よ
う
な
「
遺
」
以
外
に
、
最
も
代
表
的
な
も
の
と
し

て
老
子
を
は
じ
め
と
す
る
道
家
の
　
「
道
」
と
孔
子
を
は
じ
め
と
す
る
儒
家
の

「
道
」
と
を
挙
げ
る
。
「
道
」
を
天
地
万
物
の
源
、
自
然
哲
学
的
な
実
在
と
い
う

よ
う
な
意
味
に
使
っ
て
い
る
の
は
老
子
を
鼻
祖
と
す
る
。

7
9
、
現
生
レ
一
、
一
生
レ
二
、
二
生
レ
三
、
三
生
二
萬
物
一
。
（
老
子
・
道
徳
経

道
化
）

万
物
の
源
た
る
「
道
」
が
如
何
に
し
て
万
物
を
生
成
す
る
か
の
過
程
を
述
べ

て
い
る
。
「
道
生
二
は
、
道
が
一
元
気
を
生
ず
る
。
「
こ
と
は
次
の
例
の
よ

う
に
、
陰
陽
二
気
の
ま
だ
分
推
し
て
い
な
い
根
本
の
気
を
指
す
。

輿
一
陰
一
陽
之
謂
瑚
（
易
・
繋
辞
上
）

墾
道
可
レ
遺
非
二
常
道
一
。
名
可
レ
名
非
二
常
名
一
。
無
レ
名
天
地
之
姑
。
有
レ

名
萬
物
之
母
。
（
老
子
・
道
徳
経
体
遺
）

儒
家
の
言
う
一
般
に
守
る
べ
き
「
仁
」
「
義
」
な
ど
の
よ
う
な
人
の
「
遺
」

に
対
し
て
恒
常
不
変
で
は
な
い
　
「
天
地
之
始
」
「
萬
物
之
母
」
の
「
道
」
を
説
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い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
天
地
の
生
成
に
先
だ
っ
て
混
沌
と
し
た
物
が
有
る
。
形

も
何
も
な
い
も
の
で
、
永
遠
に
存
在
不
滅
し
、
亦
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
へ
も
自

由
自
在
に
進
入
す
る
。
こ
れ
は
天
地
の
母
た
る
べ
き
も
の
－
「
遺
」
　
で
あ
る
。

更
に
、
人
間
を
含
む
一
切
万
物
が
そ
こ
か
ら
生
じ
、
そ
こ
に
亦
帰
っ
て
行
く
究

極
的
な
実
在
と
し
て
は
「
天
地
の
根
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

軍
人
法
レ
地
、
地
法
レ
天
、
天
法
レ
劃
、
劃
法
レ
自
然
。
（
同
右
・
象
元
）

人
、
格
、
意
志
を
持
た
な
い
自
然
の
「
遺
」
で
あ
る
。

箪
∴
矧
常
無
為
、
而
無
レ
不
レ
為
。
（
同
右
・
論
徳
）

「
無
為
」
　
の
道
に
則
る
な
ら
ば
、
万
物
は
の
び
の
び
と
自
然
の
生
成
変
化
を

遂
げ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
技
芸
は
こ
の
　
「
無
為
」
　
の
境
地
へ
の
昇
華
を
目
指

す
の
で
あ
る
。

輿
刻
淵
叫
運
而
無
レ
所
レ
積
。
故
萬
物
成
。
剰
風
連
而
無
レ
所
レ
積
。
故
天
下

帰
。
到
矧
運
而
無
レ
所
レ
積
。
故
梅
内
服
。
（
荘
子
・
外
算
天
道
）

「
天
道
」
は
「
帝
道
」
「
聖
道
」
に
対
し
て
「
天
」
を
人
と
切
り
離
し
て
、
天

体
の
動
い
て
行
く
遺
、
人
為
的
な
も
の
で
な
く
、
自
然
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

表
し
、
「
書
経
L
 
r
詩
経
j
な
ど
の
言
う
人
格
化
、
神
格
化
し
た
「
天
帝
の
律

法
、
天
の
法
則
性
」
　
の
「
天
道
」
や
儒
家
の
「
王
道
、
人
道
」
と
類
義
的
に
把

握
す
る
「
天
道
」
と
異
な
る
。

道
家
の
自
然
万
物
の
生
成
の
源
で
あ
る
「
道
」
に
対
し
て
、
儒
家
の
「
道
」

は
政
治
的
、
思
想
的
体
系
、
道
徳
、
道
義
、
正
直
、
物
事
の
道
理
、
規
則
な
ど

の
よ
う
な
概
念
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
孔
、
孟
で
は
、
道
と
は
、

人
が
自
己
を
高
め
る
た
め
の
、
自
己
の
良
き
萌
芽
を
拡
充
す
る
た
め
の
ス
テ
ッ

⑬

プ
で
あ
っ
た
」
。
つ
ま
り
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
、
人
が
守
る
べ
き
礼
、
仁
、

義
、
智
、
忠
な
ど
の
徳
と
い
う
道
で
あ
る
。

8
5
、
富
輿
貴
、
是
人
之
所
欲
也
、
不
以
其
感
得
之
、
不
虞
也
。
（
論
語
・

里
仁
）

輿
士
志
於
劃
、
（
同
右
）

8
7
、
吾
圃
一
以
貫
之
哉
、
（
同
右
）

輿
曾
子
日
、
夫
子
之
圏
、
忠
恕
而
巳
臭
、
（
同
右
）

輿
夫
子
之
言
性
輿
対
到
、
不
可
得
而
聞
也
巳
臭
、
（
同
右
・
公
治
長
）

一
聖
子
謂
子
産
、
有
君
子
之
四
捌
醇
、
其
行
己
也
恭
、
其
事
上
也
敬
、
其
養

民
也
恵
、
共
催
民
也
義
、
（
同
右
）

輿
所
謂
遡
、
忠
於
民
而
信
於
神
也
。
（
左
伝
・
桓
公
六
年
）

輿
得
忍
者
多
助
、
失
遺
者
寡
助
。
（
孟
子
・
公
孫
丑
下
）

尚
、
宗
教
的
な
「
道
」
と
し
て
は
道
教
、
道
教
の
仙
術
・
方
術
、
組
級
仏
教

或
い
は
仏
教
徒
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
「
道
」
は
彼
様
な
遍
在
性
、
包
括
性
と

い
う
性
格
を
持
つ
概
念
と
し
て
中
国
の
思
想
、
政
治
、
文
化
に
お
い
て
頗
ぶ
る

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

中
国
に
は
古
く
か
ら
「
技
」
と
「
道
」
、
「
芸
」
と
「
徳
」
を
区
別
し
、
技
よ

⑯

り
も
道
を
重
視
し
、
芸
よ
り
徳
を
上
位
と
す
る
思
想
が
あ
る
。
こ
れ
は
上
掲
し

た
　
r
荘
子
」
　
の
　
「
臣
之
所
好
者
道
也
。
進
乎
技
央
」
と
す
る
考
え
や
、
次
の

r
礼
記
・
楽
記
」
　
の
「
徳
成
而
上
、
藍
成
而
下
」
と
い
う
主
張
な
ど
か
ら
も
推
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察
さ
れ
る
。

9
3
、
是
政
徳
成
而
上
、
華
成
而
下
、
行
成
而
先
、
事
成
而
後
。
（
礼
記
・
楽

記
第
十
九
）

芸
の
修
業
よ
り
も
寧
ろ
人
格
的
、
精
神
的
修
鎌
を
行
う
べ
き
こ
と
は
最
も
重

要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
こ
う
し
て
初
め
て
芸
の
最
高
究
極
地
に
至
る
と
い
っ

た
考
え
方
が
日
本
の
芸
道
に
も
受
容
、
応
用
さ
れ
た
。
「
徳
」
と
は
「
芸
術
家

に
よ
っ
て
体
得
さ
れ
た
道
を
言
い
、
道
の
自
覚
者
－
哲
人
こ
そ
が
其
の
芸
術
家

⑳

で
あ
る
」
。
世
阿
弥
が
目
標
と
す
る
も
の
は
正
に
道
の
自
覚
者
で
あ
ろ
う
。
彼

様
な
芸
を
人
間
の
道
徳
と
一
体
化
し
、
精
神
性
、
人
格
性
を
求
め
よ
う
と
す
る

主
張
は
中
国
の
芸
能
の
世
界
に
お
い
て
も
普
遍
性
を
具
し
て
い
る
。
つ
ま
り

「
形
よ
り
も
心
を
重
視
す
る
芸
術
、
心
境
の
芸
術
も
し
く
は
精
神
の
芸
術
と
し

⑳

て
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
。
日
本
の
伝
統
的
芸
能
も
そ
れ
と

相
通
じ
る
も
の
が
多
く
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
次
に
挙
げ
る
中
国
の
書
道

に
関
す
る
論
述
か
ら
も
伺
え
る
。

輿
故
知
割
矧
玄
妙
、
必
資
矧
嘩
不
可
力
求
也
。
横
巧
必
須
心
情
、
不
可

以
目
取
也
。
（
唐
・
虞
世
南
・
撃
髄
論
）

「
書
の
道
」
は
玄
妙
で
あ
り
、
前
出
の
「
徒
然
草
」
の
「
妙
な
る
は
幽
玄
の

道
」
を
彷
彿
さ
せ
、
「
心
情
、
神
遇
」
と
い
う
心
境
、
精
神
の
こ
と
を
重
要
視

す
る
。
そ
れ
を
「
遺
」
と
し
て
自
覚
し
、
努
力
の
目
標
と
す
る
。

坤
、
昏
之
妙
園
、
袖
彩
為
上
（
南
朝
斉
・
王
僧
虔
・
筆
意
賛
）

9
6
、
然
心
存
委
曲
、
毎
為
一
字
、
各
象
其
形
、
斯
道
妙
臭
、
一
慧
矧
畢

臭
。
（
東
晋
・
衛
轢
・
筆
陣
図
）

輿
言
心
声
也
。
剖
叫
珂
也
。
声
画
形
、
君
子
小
人
見
臭
。
（
漠
・
楊
雄
・

法
言
・
問
神
）

輿
割
判
凰
也
。
（
漢
・
新
何
・
番
史
会
要
）

9
2
必
得
雷
剥
、
転
探
点
画
之
門
皆
有
意
、
自
有
言
所
不
尽
得
其
妙
者
。

（
晋
・
王
右
軍
・
自
諭
吉
）

興
書
法
猶
釈
氏
心
叫
、
発
干
心
喝
、
成
千
丁
吋
、
非
口
非
手
伝
。
（
唐
・

光
・
論
書
法
）

1
0
1
、
書
、
如
也
、
如
共
学
、
如
其
才
、
如
其
志
、
筆
惰
、
墨
惰
、
皆
以
真
人

之
矧
矧
ガ
本
。
（
活
・
劉
配
…
戟
・
書
概
）

「
書
」
は
「
心
」
を
根
源
と
し
て
、
そ
の
造
形
を
「
心
」
に
お
い
て
捉
え
、

悟
り
、
「
非
口
非
手
伝
」
の
「
意
」
を
「
妙
」
た
る
も
の
と
す
る
。
「
書
」
は
他

の
芸
術
と
同
様
、
「
心
求
委
曲
」
　
の
如
く
人
間
の
感
動
を
表
現
す
る
も
の
と
し

て
、
形
と
心
と
の
二
面
性
を
備
え
る
が
、
そ
れ
を
「
心
、
意
、
神
」
と
し
て
表

現
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
中
国
の
書
道
の
本
質
的
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

日
本
の
伝
統
芸
能
の
心
悟
性
、
精
神
性
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
「
心

よ
り
形
を
重
視
す
る
芸
術
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
で
あ
毎
」
と
相
反
す
る
も
の

で
あ
る
。
「
道
」
を
悟
得
す
る
こ
と
は
中
国
の
書
の
真
髄
と
言
え
よ
う
。

結
　
　
　
び

「
芸
道
」
　
の
使
用
は
世
阿
弥
に
始
ま
る
。
そ
れ
は
「
学
問
や
芸
能
に
道
の
意
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瓦

講
が
高
ま
っ
た
中
世
」
で
あ
る
と
い
う
風
潮
の
中
で
、
世
阿
弥
が
前
の
時
代
の

「
遺
」
を
積
極
的
に
吸
収
、
活
用
し
て
生
ま
れ
た
表
現
で
あ
る
。
移
入
概
念
と

し
て
の
「
遺
」
は
日
本
に
於
い
て
睦
目
す
る
に
伍
す
る
開
花
が
出
来
た
と
言
え

よ
う
。
「
芸
道
」
が
中
国
語
に
は
見
え
な
い
が
、
但
し
、
「
道
」
と
い
う
概
念
及

び
芸
能
に
「
道
」
　
の
意
識
が
持
ち
込
ま
れ
て
精
神
性
、
思
想
性
を
向
上
さ
せ
る

と
い
う
考
え
方
は
中
国
か
ら
受
容
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
芸
道
」
と
い
う
の
は
芸
を
実
践
す
る
道
で
あ
る
と
も
理
解
さ
れ
る
。
言
わ

ば
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
あ
っ
て
芸
を
演
ず
る
と
き
の
演
じ
方
は
「
芸
道
」
で
も

あ
る
。
こ
の
「
方
（
型
）
」
に
法
則
性
、
規
範
性
更
に
独
自
性
を
内
合
す
る
と

㊧

考
え
ら
れ
る
。
家
柄
や
門
流
、
流
派
の
　
「
方
（
型
）
」
　
の
正
統
性
を
主
張
し
、

神
秘
化
を
図
ろ
う
と
す
る
意
識
の
下
で
「
道
」
と
い
う
抽
象
的
概
念
が
導
入
さ

れ
た
所
以
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
方
（
型
）
」
を
聖
な
る
精
神
的
境
地
に
昇
華

さ
せ
る
の
は
芸
道
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
具
体
的
な
修
業
、
体

得
の
み
な
ら
ず
、
人
格
的
、
精
神
的
な
修
身
、
洗
鎌
を
通
じ
て
「
道
」
を
悟
得

し
、
「
無
念
、
無
理
、
無
心
」
と
い
う
芸
道
の
極
致
に
至
る
。
こ
れ
は
本
来
儒
・
道

の
言
う
「
遺
」
と
一
脈
相
通
じ
て
、
中
国
の
古
道
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

「
芸
道
と
い
う
こ
と
ば
は
世
阿
弥
の
r
花
鏡
」
に
「
一
切
芸
道
に
習
々
党
し
て
～
」
と

あ
る
の
が
も
っ
と
も
古
い
用
例
で
、
室
町
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
」
　
（
r
日
本
大
百

科
全
昏
8
」
）
、
「
私
の
知
る
か
ぎ
り
で
は
今
の
と
こ
ろ
、
康
正
二
年
二
四
五
六
）
に

金
春
禅
竹
が
昏
い
た
r
歌
舞
髄
脳
記
」
　
に
見
え
る
の
が
芸
道
と
い
う
語
の
初
見
で
あ

る
」
　
（
日
本
思
想
大
系
「
近
世
芸
道
論
」
「
近
世
芸
道
思
想
の
特
質
と
そ
の
展
開
」
　
（
西

山
松
之
助
）
。
確
か
に
r
漢
語
大
辞
典
」
　
に
「
薮
遺
」
は
載
っ
て
い
る
が
、
そ
の
用
例

は
い
ず
れ
も
近
代
の
も
の
の
み
で
あ
り
、
「
技
巧
」
と
い
う
意
味
と
注
釈
さ
れ
て
い

る
。
形
成
年
代
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
語
の
　
「
芸
道
」
は
、
中
国
語
の
そ
れ
よ
り
早
く

登
場
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
使
用
範
囲
も
意
味
用
法
も
広
い
。
従
っ
て
中
国
語
に
あ

る
と
は
い
え
、
和
製
漢
語
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

2
、
「
し
か
し
、
道
と
い
う
考
え
方
や
、
技
芸
の
わ
ざ
に
お
け
る
道
、
歌
の
遺
、
弓
馬
の

道
、
な
ど
と
い
う
考
え
方
は
早
く
か
ら
あ
っ
た
」
　
（
日
本
思
想
大
系
r
近
世
芸
道
諭
し

「
近
世
芸
道
思
想
の
特
質
と
そ
の
展
開
」
西
山
松
之
助
）
。

3
、
「
古
道
」
は
現
行
の
中
国
の
辞
書
類
に
は
い
ず
れ
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
少

な
く
と
も
一
般
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

古
い
時
代
の
古
道
に
関
す
る
専
門
研
究
書
に
は
そ
の
所
在
が
確
認
で
き
る
。
が
、
「
密

造
」
と
い
う
用
語
は
「
杏
」
と
い
う
領
域
に
お
い
て
の
み
用
い
ら
れ
て
、
「
杏
」
の
特

殊
用
語
か
ら
脱
皮
は
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
一
般
用
語
に
な
り
得
な
か
っ
た
。
今
日

の
中
国
で
は
一
般
と
し
て
「
霞
遺
」
を
「
雷
法
」
と
言
う
。
そ
れ
は
唐
代
の
「
曹
法

を
尚
ぷ
」
に
起
因
す
る
よ
う
に
見
え
る
。

4
、
中
国
語
の
「
楽
道
」
は
「
無
干
称
遺
。
喜
好
聖
賢
之
道
。
貫
軟
修
道
」
二
漢
語
大
辞

典
」
、
漢
語
大
辞
典
出
版
社
）
　
の
如
く
日
本
語
の
「
道
楽
」
　
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て

い
な
い
。

5
、
百
本
大
百
科
全
昏
」
8
（
小
学
館
1
9
8
8
、
は
、
第
五
刷
出
版
）
　
の
「
芸
道
」
の

条
に
依
る
。

6
、
r
漢
語
大
辞
典
」
に
「
力
道
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
「
方
言
、
効
力
、
作
用
、
力

気
、
力
量
」
　
の
よ
う
に
現
代
中
国
語
の
方
言
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
世
阿
弥
の

「
力
道
」
と
異
な
る
意
味
で
あ
る
。

7
、
「
役
道
」
は
中
国
語
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
r
日
本
国
語
大
辞
典
」
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
。
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8
、
「
造
花
」
は
r
日
本
国
語
大
辞
典
」
に
未
収
録
。

9
、
金
井
清
光
r
風
姿
花
伝
詳
解
J
の
「
風
姿
花
伝
（
序
）
」
（
明
治
書
院
昭
輿
　
1
0
、
望

1
0
、
同
注
⑨

1
1
、
r
中
国
文
化
叢
書
2
思
想
概
論
」
「
Ⅲ
世
界
論
」
　
（
赤
塚
忠
他
・
大
修
館
書
店
平
成
3
、

7

、

1

・

6

版

）

1
2
、
日
本
思
想
大
系
（
岩
波
書
店
）
r
古
代
中
世
芸
術
論
」
の
r
入
木
抄
」
解
謁
（
赤
井
達
郎
）

1
3
、
能
勢
朝
次
r
世
阿
弥
十
六
部
集
評
挿
し
上
（
岩
波
密
店
昭
3
1
、
4
、
3
0
）

1
4
、
オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
著
r
弓
と
禅
」
稲
富
栄
次
郎
・
上
田
武
訳
（
福
村
出
版
1
9

6

7

、

6

、

2

0

・

5

刷

）

1
5
、
同
⑪

1
6
、
福
永
光
司
「
中
国
の
芸
術
哲
学
」
　
（
r
講
座
美
学
1
美
学
の
歴
史
J
今
道
友
信
編
集
・

東
京
大
学
出
版
会
1
9
8
4
、
5
、
3
0
）

1
7
、
同
⑬

1
8
、
同
⑬

1
9
、
同
⑯

2
0
、
同
⑨

2
1
、
同
②

模
索
文
献

本
稿
で
調
べ
た
中
日
両
国
文
献
は
r
国
文
学
致
し
第
掴
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
「
減
気
・
験

気
二
光
気
」
小
考
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

附
記本

稿
は
、
平
成
十
年
度
～
平
成
十
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
C
）

研
究
成
果
の
一
部
と
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

－
ら
ん
・
ち
く
み
ん
、
広
島
市
立
大
学
教
授
－
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